
今回は「全戸配布」資料はありません。 
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これ以後、「回覧」資料です。
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医療的ケア児等災害時避難訓練実施結果について 

 

白銀自主防災組織防災事務局長 

1 避難訓練の目的 

○令和３年の災害対策基本法の改正より、災害時に自ら避難することが困難な高齢者や障害者

等の「災害時要支援者」について、「個別避難計画」（※１）の作成することが市町村の努力義務

となりました。 

○こうした動きを踏まえ、佐倉市では、令和４年度及び令和５年度に災害時支援の優先度が高い

と考えられる「医療的ケア児」（※２）を対象とする避難訓練を実施し、判明した課題を踏まえて

「個別避難計画」の様式（案）を作成いたしました。 

○今回は、白銀ニュータウン自主防災組織としまして、佐倉市作成の「個別避難計画」の様式（案）

に基づく避難訓練を実施し、「個別避難計画」の様式を確定する支援を行うことを目的としてい

ます。 

2 避難訓練の実施日時 

○2024 年 11 月 13 日( 水 )   13：30～15：30 

3 災害想定 

マグニチュード 7.0 規模の地震発生。佐倉市内まだら停電により当該医ケア児の自宅周辺は停電

の状態。固定電話、携帯電話は不通。メールなどの通信も不安定になっている。 

自宅には本人と母の二人のみ。家族は全員外出中で連絡がつかない。 

蓄電池の残量が少ないため人工呼吸器等の使用持続時間に不安が生じた。 

天候は晴れ。 

4 場所 

○佐倉市白銀西集会所会議室 

〇白銀 2-341-5 矢澤宅 

〇ちとせ小町 

5 参加者 

【白銀ニュータウン自主防災組織担当者等】 

① 白銀自主防災組織 

 ・副本部長（土橋氏） 

・防災事務局長（川井田氏） 

 ・防災事務局（緒方氏、鍋田氏、道中氏、房前氏、柿丸氏、清水氏［自治会 207 班長役兼務］） 

 ・救助救護チーム（花澤ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ＋矢野氏、二郷氏、池生氏） 

 ・避難誘導チーム（遠藤ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞ-＋安部氏、萩氏、古山氏） 

② 白銀 2-341-5 矢澤博美氏、佑奈氏 

 

回 覧 

次ページ以降訓練写真あり 



 2 / 6 

 

【関係機関等】 

 ① 相談支援専門員 （アシスト 齋藤氏） ② ちとせ小町（南曲施設長、佐藤副施設長、乙武氏） 

 ③ 生活支援部会長 近藤氏               ④ 佐倉市障害福祉課 平野、向後、高橋 

 ⑤ 生活クラブ風の村 重心通所さくら（竹内所長） 

 ⑥ 千葉リハビリテーションセンター 影山氏、佐藤氏   ⑦ ほーぷ 成毛氏、阿部氏 

 ⑧ こもれびさくら 佐々木氏      ⑨ 佐倉市社会福祉協議会 岡本祥子氏 

 ⑩ 佐倉市危機管理課 荒井、田中  ⑪ 佐倉市社会福祉課 井上、青木 

【見学者等】 

 ① 市議会議員       ② 市内相談支援事業所 相談支援専門員 

 

 

6 避難訓練実施結果 

① 関係者は白銀西集会所へ集合 

② 13：45 配置場所へ出発 

14：00 各配置場所へ着  

訓練開始 

14：02 地震発生。マグニチュード 7.0 規模の大きな揺れを感じる。 

     各自の安全を確保する。 

     矢澤家 一世帯 1名が道路に出ることになっている→ 出られない 

     矢澤家 ライフラインの確認、医療機器の点検、充電状態の確認 

14：15 停電。余震が続いている。 

     自治会 207 班長 班の被災状況の調査開始。 

     矢澤家 停電が復旧しない状態。蓄電池を確認したところ残りが少なく、1 日分くらい。 

14：15 （実際には地震発生から 1時間以上経過している）余震は続いている。 

 矢澤家 電源確保のためちとせ小町への避難を決断。ちとせ小町に連絡し受け入れの承 

諾を得る。移動の準備を始める。 

自治会 207 班長 矢澤家の状況について把握（安否確認：2名外出中で屋内に 2名在宅 

するもケガ無し、現在停電中、祐奈さん使用の人工呼吸器のバッテリ残 

少のため「ちとせ小町」へ避難要望あり） 

⇒防災事務局に報告し、避難誘導チームを要請、また発電機を貸し出すた 

め、救助・救援チームは矢澤家へ持っていく。 

 

 

 

 白銀自主防災組織 本部（西集会所） 
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避難誘導チーム    救助・救護チーム 

［西集会所➡矢澤宅移動①］                 ［西集会所➡矢澤宅移動②］ 

14：35  矢澤家  防災事務局 避難誘導チーム 2名及び救助・救護チームが移動を手伝い、  

車いす＋徒歩でちとせ小町へ避難開始～ちとせ小町到着 

［矢澤宅にて移動準備①］                   ［矢澤宅にて移動準備②］ 

 

 

［矢澤宅➡ちとせ小町移動①14:35］ ［矢澤宅➡ちとせ小町移動②］ 
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14：53  矢澤家 ちとせ小町避難場所に移動。発電機の稼働確認、電源確保。 

      ちとせ小町 佐倉市に矢澤家受け入れの報告。（危機管理課 田中） 

矢澤家の状況や避難場所についても報告する。 

      避難誘導チーム及び救助・救護チーム防災事務局へ避難完了を報告 

      防災事務局佐倉市へ報告（危機管理課 田中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［矢澤宅➡ちとせ小町移動③］ 

［矢澤宅➡ちとせ小町到着 14:44］ 

［ちとせ小町玄関入口到着］ 

［移動に必要な荷物一式］ 

［災害用キャリー積載した発電機・ケーブルドラム・荷物等

町移動③］ 
［ちとせ小町避難場所(屋外)から］ 
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15：03  ちとせ小町➡矢澤宅移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［発電機稼働確認］ 

［ちとせ小町避難場所］ 

［ちとせ小町➡矢澤宅移動①］ 

［矢澤宅到着 15:13 着］ 
［ちとせ小町➡矢澤宅移動③］ 

［ちとせ小町➡矢澤宅移動②］ 

避難訓練終了 
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7 訓練後の気付き事項 

 ① 避難に際しての荷物が予想以上に多かった。また、振動に弱い精密機器等もあったので発 

電機とケーブルドラムを台車で運搬して荷物や精密機器を災害用キャリーで運ぶべき。 

 ② 歩道の段差、信号機のある交差点では車いすの誘導が必要であった。一部車道にはみ出 

す場合は、車の通行規制も考える必要がある。なお、今回は誘導棒の準備をしたが、笛の準 

備や夜間の移動時は照明（ヘッドライト）も必要である。 

 ③ ちとせ小町出の発電機稼働に際しては「騒音」と「ガソリン・排気ガス」が気になった。発電機 

の設置場所を検討する必要がある。 

 ④ 訓練は思っていたよりスムーズだったと思った。なお、災害発生時に道路の状況がとても悪 

い避難の仕方も考えるべきである。 

 ⑤ 避難時の荷物で大きなスーツケースが１個あったが非常に重かったので小分けにすること 

ができれば運びやすいと思った。 

 ⑥ 避難経路図が正確でなかったので正確な経路図にすべきである。 

 ⑦ 夜間の避難訓練も必要ではないか。 

  

 

 

 

 












